





































Local Autonomy under Home Rule in Washington State
Moe MAEDA
Abstract
The purpose of this study is to show the scope of municipal corporations’power under Washington legislative 
home rule system in 1889-1929. The research method is mainly to refer the historical materials and case laws in 
Washington. This paper describes the legislative process of Washington home rule by the State Constitutional 
Convention in 1889. The most important issue of the Convention is about corporation which caused many local 
problems. One of the distinguish points of the home rule is classification of municipal corporations. It emphasises that 
the subject of this system is “big city”. Judicial consideration in the validity of local law reject the implied preempt 
doctrine and concentrate to the conflict between state law and local law. It makes the big cities (First Class City) in 
Washington have relatively broad range power that they can enact local law. This paper shows the role in municipal 
police power under the home rule system. This paper suggests that the character of Washington home rule model 
reflects the local condition of that time. They want to maintain the model for “big city” since there is quite a 















1880 年の約 75,000 人から 10 年間で約 5 倍となった。特



















































の人口要件について、会議では 5,000 人から 50,000 人ま






ついては、1911 年に人口 10,000 人以上のシティに対し
て「純粋に地方的な関心事」におけるあらゆる事項を留
保し、州政府および州法を排除するという 11 章 10 条修
正案をシアトル選出の下院議員が主張したが、具体的修
正活動にはつながらなかったようである 16）。
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憲法制定後間もなく、上記州憲法条項の文言を厳格に解
釈している。例えば、州最高裁判所は、州憲法制定の 2

































することができる」と定めた（1889 年州憲法第 11 章 10
条）。州憲法制定当初、地方自治法人は、人口 20,000 人
以上の第 1 級シティ、10,000 人以上 20,000 人未満の第 2
級シティ、1,500 人以上 10,000 人未満の第 3 級シティ、
300 人以上 1,500 人未満のタウン（第 4 級シティ）の 4
つの等級に分けられていた 19）。






（10,000 人以上 20,000 人未満）
Spokane（19,922）
第 3 級シティ












※ Office of Financial Management（最終アクセス日 2015/07/20）< http://www.ofm.wa.gov/pop/popden/default.asp> を基に筆者作成。
※下線部は 1930 年 3 月の時点で第 1 級シティであった地方自治法人を表す。
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ず特徴及び程度の類似する地方自治法人によって通常行
使されるようなあらゆる権限を有する（Wash．Comp．





れなければならない（Wash. Comp. Stat．§§ 8982/Rem. 
& Bal. code §7519）」ことが定められた。
　これら規定の解釈を巡っては、人事委員会の委員の
解職手続を定めるシティ議会の立法が問題とされた 29）。
州裁判所は「ワシントン州では、Rem. Com. Stat. §§ 
8981, 8982 に基づき、第 1 級シティは非常に広範な権限
を付与されており、…『一般法にのみ、服し統制される』



















































り、制定法による明示または黙示 [ 的授権 ] がなくても、
その条例は有効とされなければならないことは明らかで
































































































































ス・パワーの根拠であるワシントン州憲法 11 章 11 条は
「全てのカウンティ、シティ、タウンまたはタウンシッ
プは、その領域内で、地方の警察、衛生その他のあらゆ


































































第 1 級シティに対する授権規定（Rem．& Bal．Code, 










べた 62）。そして「[ ポリス・パワーを行使する ] 対象が
地方的で、合理的な規制であり、一般法と調和している








































の物を害せざるが如く、これを為すべし（sic utere tuo ut 
alienum non laedas）』という法格言の合理的かつ適切な適
用であり、また州のポリス・パワーがその主要な根拠と
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注
＊ワシントン州におけるホーム・ルール制度下での地方自治（1）
は『政策科学』22 巻 2 号に掲載されています。
1） 以上、前田萌「ワシントン州におけるホーム・ルール制度下






United States Census Bureau, CENSUS OF POPULATION 
AND HOUSING 1890 Census, xiii-xiv, xvii を参照。
5） 1880 年 代 当 時 の ワ シ ン ト ン 州 の 状 況 に つ い て、Utter, 
R. F. & Spitzer, H. D.（2002）, THE WASHINGTON STATE 
CONSTITUTION: A REFERENCE GUIDE, G. Alan Tarr ed., 
Greenwood Pub Group Reference Guides to the State 












1877 年―』（山川出版社、1994 年）、78-79 頁を参照。ワシント
ン州憲法において人民党の影響を受けた条項は私法人について
定める州憲法 12 章に多く見られる。Id.at 14.
9） Knapp, L. J. （2010, January 6）. Origin of the Constitution of 
the State of Washington. Washington Historical Quarterly, at 239.
10） Id. at 239-240.





12） Id. at 241.
13） Id.
14） Id. at 241-242.
15） Id at 242. Utter & Spitzer supra note5, at 186. 11 章 10 条の
条文を決定する投票において、42 票中 29 票が投じられ、人口
要件は 20,000 人とされた。この人口要件は、1964 年の州憲法
修正 40 条により 10,000 人に緩和される。
16） Jones, L. （1913, January 6）. Proposed Amendments to 
the State Constitution of Washington. Washington Historical 
Quarterly, at 31.
17） In the Matter of the Application of JOSEPH CLOHERTY, 
alias CHARLES MALONE, for a Writ of Habeas Corpus. 2 
Wash. 137 （1891）
18） Trautman, P. A. （1963）. Legislative Control of Municipal 
Corporations in Washington. Washington Law Review, 38, at 772.
19） Dillon, J. F., （1911）. Commentaries on the law of municipal 
corporations （5th Ed.）. Little, Brown. at 106［Ballinger’s Wash, 
Stat, 1897, §§714,715］. なお、等級分類の条項は何度か改正さ
れている。2015 年現在では、州憲法 11 章 10 条の下でホーム・
ルール憲章制定権を有する人口 10,000 人以上の第 1 級シティ、
憲章制定権を有しない、人口 1,500 人以上 10,000 人未満の第 2
級シティ及び 1,500 人未満の人口を有するタウンに分けられて
いる。See WASH. REV. CODE § 35.01
20） エバレット（Everett）は 1893 年に、ベリンハム（Bellingham）
は 1903 年にそれぞれ法人化されたシティであるため、表 1 に
は掲載されていない。
21） 各州の人口要件は、ミズーリ州：100,000 人（1875 年・当時
セント・ルイスのみ）、カリフォルニア州：100,000 人（1879 年）
から 3,500 人（1887 年、1890 年に段階的に緩和）、コロラド州
（1902 年）、オクラホマ州（1908 年）、ネブラスカ州（1912 年）：
2,000 ～ 5,000 人、オレゴン州（1906 年）、オハイオ州（1912 年）
はさらに少ない人口の地方自治法人にも認めていた。薄井一成
『分権時代の地方自治』（有斐閣、2006 年）123 頁。
22） Young Men's Christian Ass’n of Seattle v. Parish, County 
Assessor, 89 Wash. 495, 497 ; 154 P. 785, 785（1916）
23） State ex rel. Lindsey v. Derbyshire, Clerk of Superior Court, 









26） Brachtenbach, R. F. （1954）. Home Rule in Washington--At 
the Whim of the Legislature. Washington Law Review and State 
Bar Journal, 29, at 305.
27） なお、本稿では州法と地方の法との間の「衝突」・「調和」
の問題と「先占」の問題を別立てて論じる。この捉え方につい










28） Sebree, M. M. K. （1989）. One Century of Constitutional Home 
Rule: A Progress Report. Washington Law Review, 64, at 164.
29） 153 Wash. 139 ; 279 P. 601（1929） 
30） 以上、153 Wash. 139, 149 ; 279 P. 601, 604-605（1929）
31） Baker, L. A., & Rodriguez, D. B. （2008）. Constitutional Home 
Rule and Judicial Scrutiny. Denver University Law Review, 86, at 
1343.
32） Venton v. Seattle Elec. Co., 50 Wash. 156, 96 Pac. 1033（1908）
33） Hilzinger v. Gillman, 56 Wash. 228, 105 Pac. 471（1909）
34） See, Trautman, supra note18 at 769.
35） Id at 765.　 
36） C. E. Malette, v. The City of Spokane, 77, Wash. 205 ; 137 P. 
496 （1913）
37） 77 Wash. 205, 225; 137 P. 496, 504 （1913）
38） Sebree, supra note28 at 166.
39） 南川、前掲注 27、32 頁以下を参照。
40） McCarthy, D. J., & Reynolds, L. （2003）. Local government law 
in a nutshell （5th ed.）. Thomson, West, at 5.
41） Sebree, supra note28 at 169.
42） City of Seattle v. Hewetson, 95 Wash. 612 ; 164 P. 234（1917）
43） 95 Wash. 612, 617 ; 164 P. 234, 236（1917）
44） Trautwan, supra note 18 at 781.
45） Seattle Electric Company, v. The City of Seattle et al., 78 
Wash. 203 ; 138 P. 892（1914）
46） 78 Wash. 203, 207-208 ; 138 P. 892, 893 （1914）
47） Trautman, supra note18 at 779-780.
48） ディロンは、ポリス・パワーとして、ニューサンスの禁止、
健康の保護、防火、危険な商品の利用の規制、市場の統制を
確立する権限などを挙げている。Dillon, supra note19. §237. 
Spitzer, H. D. （2000）. Municipal Police Power in Washington 
State. Washington Law Review, 75, at 498.
49）薄井、前掲注 21、124 頁を参照。また、前田、前掲注 1、62
頁でもこの問題について指摘した。
50） Spitzer, supra note48, at 497.
51） McCarthy & Reynolds, supra note41 at 167.
52） Lochner v. New York, 198 U.S. 45 ; 25 S. Ct. 539; 49 L. Ed. 
937 （1905） ロクナー判決については、樋口範雄『アメリカ憲法』
（弘文堂、2011 年）274 頁以下を参照。 
53） The State of Washington, on the Relation of A. J. Richey, v. L. 
C. Smith, Sheriff of King County, 42 Wash. 237 ; 84 P. 851（1906）
54） 42 Wash. 237, 245 ; 84 P. 851, 853（1906）
55） Spitzer, supra note48 at 504.
56） Id. at 498.
57） City of Seattle, v. J. B. Clark, 28 Wash. 717 ; 69 P. 407（1902） 
58） 28 Wash. 717, 726 ; 69 P. 407, 410（1902）
59） The City of Seattle, v. J. S. Goldsmith, 73 Wash. 54 ; 131 P. 
456（1913）
60） Detamore et al. v. Hindley et al., City Com'rs （CHICAGO, M. 
& ST. P. RY. CO., Intervener）, 83 Wash. 322; 145 P. 462（1915）
61） 83 Wash. 322, 326 ; 145 P. 462, 463 （1915）
62） 83 Wash. 322, 327 ; 145 P. 462, 463 （1915） 
63） Id.
64） Spitzer, supra note48 at 500. これらの権限は制定法にも規定
されるところである。See, Rem. & Bal. code § 7507
65） Agnes W. B. Shepard et al. v. The City of Seattle, 59 Wash. 
363 ; 109 P. 1067（1910）
66） 59 Wash. 363, 375 ; 109 P. 1067, 1071（1910）
67） Id.
68） 薄井、前掲注 21、124 頁を参照。
69） Trautman, supra note18 at 775-776.
70） Id. at 777.
71） Id.
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